
(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】  足場の建地に連結されるＣ字状部材と、

該Ｃ字状部材の両端に挟み込まれたブラケット部材とか

らなり、該ブラケット部材を、上弦材及び下弦材をつな

ぎ材でつなぐことによって組立材として構成するととも

に前記上弦材、前記下弦材をそれぞれ前記Ｃ字状部材の

両端に旋回自在に連結する一方、前記上弦材、前記下弦

材の中空内部に先端同士がつなぎ材でつながれた上弦伸

縮材、下弦伸縮材をそれぞれ入れ子状に挿入して伸縮自

在とし、前記Ｃ字状部材に前記ブラケット部材と前記Ｃ

字状部材とが同一平面となる旋回位置にて前記ブラケッ

ト部材を係止する係止機構を取り付けたことを特徴とす

る足場用ブラケット。

【請求項２】  足場の建地に連結される支持部材と、該

支持部材に旋回自在に取り付けられたブラケット部材

と、該ブラケット部材を所定の旋回位置にて係止する係

止機構とからなり、前記ブラケット部材を上弦材及び下

弦材を含む組立材で構成し、前記ブラケット部材の先端

に所定の脚部材を高さ調整自在に取り付けたことを特徴

とする足場用ブラケット。

【請求項３】  地面の上に立設された建地単管の近接位

置に補剛用単管を立設して該補剛用単管をクランプで前

記建地単管に抱き合わせるとともに、前記建地単管若し

くは前記補剛用単管に足場用ブラケットを連結し、前記

足場用ブラケットを、前記建地単管若しくは前記補剛用

単管に連結されるＣ字状部材と、該Ｃ字状部材の両端に

挟み込まれたブラケット部材とで構成してなり、該ブラ

ケット部材を、上弦材及び下弦材をつなぎ材でつなぐこ

とによって組立材として構成するとともに前記上弦材、

前記下弦材をそれぞれ前記Ｃ字状部材の両端に旋回自在
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に連結する一方、前記上弦材、前記下弦材の中空内部に

先端同士がつなぎ材でつながれた上弦伸縮材、下弦伸縮

材をそれぞれ入れ子状に挿入して伸縮自在とし、前記Ｃ

字状部材に前記ブラケット部材と前記Ｃ字状部材とが同

一平面となる旋回位置にて前記ブラケット部材を係止す

る係止機構を取り付けたことを特徴とする足場構造。

【請求項４】  所定の間隔をおいてほぼ並行に配置され

た一対の建地単管に足場用ブラケットを連結し、前記足

場用ブラケットを、前記一対の建地単管に連結されるＣ

字状部材と、該Ｃ字状部材の両端に挟み込まれたブラケ

ット部材とで構成してなり、該ブラケット部材を、上弦

材及び下弦材をつなぎ材でつなぐことによって組立材と

して構成するとともに前記上弦材、前記下弦材をそれぞ

れ前記Ｃ字状部材の両端に旋回自在に連結する一方、前

記上弦材、前記下弦材の中空内部に先端同士がつなぎ材

でつながれた上弦伸縮材、下弦伸縮材をそれぞれ入れ子

状に挿入して伸縮自在とし、前記ブラケット部材と前記

Ｃ字状部材とが同一平面となる旋回位置にて前記ブラケ

ット部材を係止する係止機構を前記建地単管に取り付け

たことを特徴とする足場構造。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、主として木造住宅

の外廻りに適用される足場用ブラケット及びそれを用い

た足場構造に関する。

【０００２】

【従来の技術】木造住宅では、和室に続く広縁や廊下部

分などを二階のない平屋とすることがある。このような

平屋部分は下屋と呼ばれているが、下屋のない総二階形

式の住宅では、地面に立設した建地単管を足場として二

階大屋根の軒先廻りを施工することができるのに対し、

下屋のある住宅では、下屋の奥行きの分だけ建地単管が

二階大屋根の軒先から離れてしまい、足場として利用す

るには安全面で問題が生じる。

【０００３】そのため、下屋のある場合には、図７に示

すように、下屋の屋根１の上に建地単管２を立設し、該

単管を足場として二階大屋根３の軒先廻りを施工するの

が一般的である。

【０００４】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、かかる

方法では、未だ下地の状態である屋根１に建地単管２を

足場として立設して二階大屋根３の瓦を葺いた後、該足

場をいったんばらして屋根１の瓦を葺き、しかる後に該

瓦の上に再度建地単管２を立設して二階大屋根３の軒先

廻りを施工するという手順をとらざるを得ない。

【０００５】このような手順は、大屋根軒先廻りの工事

を安全に行う関係上やむを得ない面もあるが、下屋部分

において足場を二度掛けすることになるため、どうして

も工期が長くなってしまうという問題を生じていた。

【０００６】本発明は、上述した事情を考慮してなされ

たもので、軒先廻りにおける施工安全性を確保しつつ全

体の工期を短縮可能な足場用ブラケット及びそれを用い

た足場構造を提供することを目的とする。

【０００７】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた

め、本発明の足場用ブラケットは請求項１に記載したよ

うに、足場の建地に連結されるＣ字状部材と、該Ｃ字状

部材の両端に挟み込まれたブラケット部材とからなり、

該ブラケット部材を、上弦材及び下弦材をつなぎ材でつ

なぐことによって組立材として構成するとともに前記上

弦材、前記下弦材をそれぞれ前記Ｃ字状部材の両端に旋

回自在に連結する一方、前記上弦材、前記下弦材の中空

内部に先端同士がつなぎ材でつながれた上弦伸縮材、下

弦伸縮材をそれぞれ入れ子状に挿入して伸縮自在とし、

前記Ｃ字状部材に前記ブラケット部材と前記Ｃ字状部材

とが同一平面となる旋回位置にて前記ブラケット部材を

係止する係止機構を取り付けたものである。

【０００８】また、本発明の足場用ブラケットは請求項

２に記載したように、足場の建地に連結される支持部材

と、該支持部材に旋回自在に取り付けられたブラケット

部材と、該ブラケット部材を所定の旋回位置にて係止す

る係止機構とからなり、前記ブラケット部材を上弦材及

び下弦材を含む組立材で構成し、前記ブラケット部材の

先端に所定の脚部材を高さ調整自在に取り付けたもので

ある。

【０００９】また、本発明の足場構造は請求項３に記載

したように、地面の上に立設された建地単管の近接位置

に補剛用単管を立設して該補剛用単管をクランプで前記

建地単管に抱き合わせるとともに、前記建地単管若しく

は前記補剛用単管に足場用ブラケットを連結し、前記足

場用ブラケットを、前記建地単管若しくは前記補剛用単

管に連結されるＣ字状部材と、該Ｃ字状部材の両端に挟

み込まれたブラケット部材とで構成してなり、該ブラケ

ット部材を、上弦材及び下弦材をつなぎ材でつなぐこと

によって組立材として構成するとともに前記上弦材、前

記下弦材をそれぞれ前記Ｃ字状部材の両端に旋回自在に

連結する一方、前記上弦材、前記下弦材の中空内部に先

端同士がつなぎ材でつながれた上弦伸縮材、下弦伸縮材

をそれぞれ入れ子状に挿入して伸縮自在とし、前記Ｃ字

状部材に前記ブラケット部材と前記Ｃ字状部材とが同一

平面となる旋回位置にて前記ブラケット部材を係止する

係止機構を取り付けたものである。

【００１０】また、本発明の足場構造は請求項４に記載

したように、所定の間隔をおいてほぼ並行に配置された

一対の建地単管に足場用ブラケットを連結し、前記足場

用ブラケットを、前記一対の建地単管に連結されるＣ字

状部材と、該Ｃ字状部材の両端に挟み込まれたブラケッ

ト部材とで構成してなり、該ブラケット部材を、上弦材

及び下弦材をつなぎ材でつなぐことによって組立材とし

て構成するとともに前記上弦材、前記下弦材をそれぞれ
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前記Ｃ字状部材の両端に旋回自在に連結する一方、前記

上弦材、前記下弦材の中空内部に先端同士がつなぎ材で

つながれた上弦伸縮材、下弦伸縮材をそれぞれ入れ子状

に挿入して伸縮自在とし、前記ブラケット部材と前記Ｃ

字状部材とが同一平面となる旋回位置にて前記ブラケッ

ト部材を係止する係止機構を前記建地単管に取り付けた

ものである。

【００１１】

【００１２】

【００１３】

【００１４】請求項１及び請求項２に係る本発明の足場

用ブラケットにおいては、支持部材若しくはＣ字状部材

を足場の建地に連結しておき、使用の際にはブラケット

部材を支持部材若しくはＣ字状部材の廻りに旋回させ、

大屋根軒先の下方位置にきたときに該ブラケット部材を

係止機構で支持部材若しくはＣ字状部材に係止する。そ

して、ブラケット部材の上に足場板を架け渡す。

【００１５】ここで、足場用ブラケットのブラケット部

材は、上弦材及び下弦材を含む組立材で構成してあるの

で、跳ね出し長さが長くなっても、それに伴って増大す

る曲げモーメントを十分に支持することが可能となり、

下屋の前に立設された足場の建地からでも足場用ブラケ

ットを大屋根軒先下方まで延ばすことができる。

【００１６】なお、前記ブラケット部材の先端に所定の

脚部材を高さ調整自在に取り付けた場合、使用の際に脚

部材を降ろして下屋の屋根に載せる。そして、下屋の瓦

葺きを行うときには、脚部材を引き上げてからブラケッ

ト部材を旋回させて、建物と平行な位置に待避させてお

く。そして、瓦葺き終了後、ブラケット部材を元通りに

設置する。

【００１７】このようにすると、足場の建地からの水平

距離が特に大きい場合であっても、ブラケット部材を無

理なく支持することができるとともに、下屋の瓦葺きを

行う際の一時待避を速やかに行うことができるので、工

期を遅らせることもない。

【００１８】請求項３に係る足場構造においては、建地

単管に補剛用単管を抱き合わせることによって水平軸線

廻りの曲げ強度を大きくしたので、跳ね出し長さの大き

な足場用ブラケットでも連結が可能となる。そして、足

場用ブラケットについては、請求項１の発明と同様、そ

のブラケット部材を上弦材及び下弦材を含む組立材で構

成してあるので、跳ね出し長さが大きくなっても、それ

に伴って増大する曲げモーメントを十分に支持すること

が可能となり、かくして、下屋の前に立設された足場の

建地からでも足場用ブラケットを大屋根軒先下方まで延

ばすことができる。ここで、足場用ブラケットを連結す

るのは、建地単管でもよいし該建地単管に抱き合わされ

る補剛用単管でもよい。なお、建地単管とは、足場を支

持するために地表に立設された単管、補剛用単管とは、

該建地単管に緊結されて両者が一体となり断面全体の曲

げ強度が増加する単管をそれぞれ意味し、補剛用単管の

下端を地表に当接するかどうかや、建地単管のどの範囲

にわたって補剛用単管を抱き合わせるかについては任意

である。

【００１９】請求項４に係る足場構造においては、所定

の間隔をおいてほぼ並行に配置された一対の建地単管に

足場用ブラケットを連結するので、足場用ブラケットか

らの曲げモーメントは、各建地単管の軸力からなる偶力

で支持されることとなり、足場用ブラケットの曲げモー

メントが特に大きい場合でも、余裕をもって支持するこ

とが可能となる。そして、足場用ブラケットについて

は、請求項１の発明と同様、そのブラケット部材を上弦

材及び下弦材を含む組立材で構成してあるので、跳ね出

し長さが大きくなっても、それに伴って増大する曲げモ

ーメントを十分に支持することが可能となり、かくし

て、下屋の前に立設された足場の建地からでも足場用ブ

ラケットを大屋根軒先下方まで延ばすことができる。

【００２０】

【発明の実施の形態】以下、本発明に係る足場用ブラケ

ット及びそれを用いた足場構造の実施の形態について、

添付図面を参照して説明する。なお、従来技術と実質的

に同一の部品等については同一の符号を付してその説明

を省略する。

【００２１】（第１実施形態）図１は、本実施形態に係

る足場構造を示した全体図、図２はその詳細図である。

これらの図でわかるように、本実施形態の足場構造は、

地面の上に立設された建地単管１１の近接位置に補剛用

単管１３を立設するとともに、該補剛用単管をクランプ

１２で建地単管１１に抱き合わせ、補剛用単管１３には

足場用ブラケット１４ａ、１４ｂを連結してある。

【００２２】ここで、クランプ１２の設置高さやその数

については、足場用ブラケット１４ａ、１４ｂに作用す

る荷重の大きさを考慮して適宜定めればよい。

【００２３】足場用ブラケット１４ａ、１４ｂは、中空

パイプで構成された水平材２２に伸縮材２３を入れ子状

に連結してあり、該伸縮材を水平材２２から引き出すこ

とによって、例えば１８０ｃｍ程度までの範囲で全体の

跳ね出し長さを所望の長さに調整できるように構成して

ある。

【００２４】本実施形態の足場構造においては、足場用

ブラケット１４ａを二階大屋根３の瓦葺きを行う際の足

場とするとともに、足場用ブラケット１４ｂを大屋根３

の軒先廻りを施工する際の足場とするが、それらの伸縮

材２３が引き出された状態で上載荷重が作用したとき、

該ブラケットの連結箇所である補剛用単管１３には、跳

ね出し長さに応じた大きな曲げが作用する。

【００２５】しかし、補剛用鋼管１３は、クランプ１２

を介して建地単管１１と一体になることによって水平軸

線廻りの曲げ強度が増加しており、建地単管１１ととも

に上載荷重による大きな曲げに抵抗する。
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【００２６】なお、下屋の屋根１に瓦を葺く際、足場用

ブラケット１４ｂが作業の邪魔になるのであれば、補剛

用単管１３との連結強度をいったん緩めて旋回させ、建

物と平行な位置にて待避させておけばよい。

【００２７】以上説明したように、本実施形態に係る足

場構造によれば、建地単管１１に補剛用単管１３を抱き

合わせ、該補剛用単管に足場用ブラケット１４ａ、１４

ｂを連結したので、従来であれば、建地の曲げ強度との

関係から足場用ブラケットの跳ね出し長さがせいぜい数

十ｃｍ程度にとどまっていたものが、例えば１８０ｃｍ

程度の長さまで延ばすことが可能となる。

【００２８】したがって、下屋の屋根１に建地を立設す

ることなく、下屋１の前に立設された建地から足場用ブ

ラケット１４ａ、１４ｂを延ばして大屋根の瓦葺きや軒

先廻りの工事を安全に行うことが可能となり、従来のよ

うに下屋の屋根１の瓦を葺く際に足場をばらす必要がな

くなるとともに、その結果として、全体の工期を短縮す

ることも可能となる。

【００２９】本実施形態では、足場用ブラケット１４

ａ、１４ｂを補剛用単管１３に連結したが、これに代え

て建地単管１１の方に連結してもよい。

【００３０】また、本実施形態では、足場用ブラケット

を二段に設置したが、上段の足場用ブラケット１４ａに

ついては場合によっては省略し、代わりに例えば足場板

を渡すようにしてもよい。

【００３１】また、本実施形態では、補剛用単管１３を

図２に示したように建地単管１１のジャッキベースの上

に載せるようにしたが、必ずしもそのような構成をとる

必要はなく、該ジャッキベースから浮かせてもよいし、

補剛用単管１３も所定のジャッキベースを連結して地面

の上に載せてもよい。

【００３２】また、本実施形態では、保管や運搬時の取

扱いが便利なように、また、現場の状況に合わせて跳ね

出し長さを調整できるように、足場用ブラケット１４

ａ、１４ｂを伸縮式としたが、これに代えて非伸縮式と

してもよい。かかる構成により、取扱いの便利さや現場

での適応性は若干低下するが、その分低コスト化を図る

ことができる。

【００３３】（第２実施形態）次に、第２実施形態につ

いて説明する。なお、上述の実施形態と実質的に同一の

部品等については同一の符号を付してその説明を省略す

る。

【００３４】図３は、第２実施形態に係る足場用ブラケ

ット３１の側面図及び平面図である。同図でわかるよう

に、本実施形態に係る足場用ブラケット３１は、足場の

建地（図示せず）に連結される支持部材としてのＣ字状

部材３２と、該Ｃ字状部材の両端に挟み込まれたブラケ

ット部材３３とからなり、該ブラケット部材は、上弦材

３５及び下弦材３６をつなぎ材３７、３８でつなぐこと

によって組立材として構成してあるとともに、上弦材３

５、下弦材３６をそれぞれ軸受け３４、３４を介してＣ

字状部材３２の両端に連結することによって該Ｃ字状部

材の廻りに旋回できるようになっている。

【００３５】なお、上弦材３５、下弦材３６はそれぞれ

中空パイプで構成してあり、それらの中空内部に先端同

士がつなぎ材４２でつながれた上弦伸縮材４０、下弦伸

縮材４１を入れ子状に挿入して伸縮自在とすることによ

って、ブラケット部材３３全体の跳ね出し長さを、例え

ば１８０ｃｍ程度までの範囲で所望の長さに調整できる

ように構成してある。

【００３６】Ｃ字状部材３２には所定の係止機構３９を

取り付けてあり、ブラケット部材３３とＣ字状部材３２

とが同一平面となる旋回位置にてブラケット部材３３を

係止するようになっている。係止機構３９は、例えば中

空円筒を縦に半割したような形状の当接片を内蔵バネの

作用で飛び出し自在に構成しておき、該当接片をつなぎ

材３７の円筒周面に押し付けることによってブラケット

部材３３が旋回しないように係止するとともに、該当接

片をつなぎ材３７の円筒周面から離すことによって係止

状態を解除して旋回自在とすることができる。

【００３７】図４は、足場用ブラケット３１を用いた本

実施形態の足場構造を示したものである。同図でわかる

ように、本実施形態の足場構造は、地面の上に立設され

た建地単管１１の近接位置に補剛用単管１３を立設する

とともに、該補剛用単管をクランプ１２で建地単管１１

に抱き合わせ、補剛用単管１３には足場用ブラケット３

１のＣ字状部材３２を連結してある。Ｃ字状部材３２を

補剛用単管１３に連結するにあたっては、足場用ブラケ

ット３１のブラケット部材３３が係止機構３９で係止さ

れたとき、該ブラケット部材がちょうど建物の壁面を向

くように取付け角度を調整しておく。足場用ブラケット

３１は、図１と同様、二階大屋根の側方と下屋の上方の

二箇所に設置するのがよい。

【００３８】本実施形態に係る足場用ブラケット及びそ

れを用いた足場構造においては、上述の実施形態と同

様、二階大屋根３の瓦葺きと大屋根３の軒先廻りを施工

する際の足場として利用するが、足場用ブラケット３１

の跳ね出し長さを長くした状態で上載荷重が作用したと

き、ブラケット部材３３や建地側の連結箇所である補剛

用単管１３に跳ね出し長さに応じた大きな曲げが作用す

る。

【００３９】しかし、補剛用鋼管１３は、第１実施形態

と同様、クランプ１２を介して建地単管１１と一体にな

ることによって水平軸線廻りの曲げ強度が増加してお

り、建地単管１１とともに上載荷重による大きな曲げに

抵抗する。したがって、跳ね出し長さの大きな足場用ブ

ラケット３１でも連結可能な状態となる。一方、足場用

ブラケット３１のブラケット部材３３は、上弦材３５及

び下弦材３６を含む組立材として構成してあるので、跳

ね出し長さが長くなっても、それに伴って増大する曲げ
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モーメントを十分に支持することが可能となる。

【００４０】なお、下屋の屋根１に瓦を葺く際、足場用

ブラケット３１が作業の邪魔になるのであれば、係止機

構３９を解除してからブラケット部材３３をＣ字状部材

３２の廻りに旋回させ、建物と平行になる位置にて待避

させておき、瓦葺きが完了したならば、ブラケット部材

３３を逆方向に旋回させ、大屋根軒先の下方位置にきた

とき、該ブラケット部材を係止機構３９で元通り係止す

ればよい。

【００４１】以上説明したように、本実施形態の足場用

ブラケット３１によれば、ブラケット部材３３を上弦材

３５及び下弦材３６を含む組立材として構成したので、

曲げ剛性や曲げ強度が格段に大きくなり、跳ね出し長さ

を大きくしてもそれに伴う曲げモーメントに十分抵抗す

ることが可能となる。また、本実施形態の足場構造によ

れば、建地単管１１に補剛用単管１３を抱き合わせ、該

補剛用単管に足場用ブラケット３１を連結したので、建

地側においても十分な曲げ強度を確保することが可能と

なり、跳ね出し長さを長くした足場用ブラケット３１を

十分に支持することが可能となる。

【００４２】したがって、下屋の屋根１に建地を立設す

ることなく、下屋１の前に立設された建地から足場用ブ

ラケット３１を延ばして大屋根の瓦葺きや軒先廻りの工

事を安全に行うことが可能となり、従来のように下屋の

屋根１の瓦を葺く際に足場をばらす必要がなくなるとと

もに、その結果として、全体の工期を短縮することも可

能となる。

【００４３】本実施形態では、足場用ブラケット３１を

補剛用単管１３に連結したが、これに代えて建地単管１

１の方に連結してもよい。

【００４４】また、本実施形態では、補剛用単管１３を

図４に示したように建地単管１１のジャッキベースの上

に載せるようにしたが、必ずしもそのような構成をとる

必要はなく、該ジャッキベースから浮かせてもよい。

【００４５】また、本実施形態では、保管や運搬時の取

扱いが便利なように、また、現場の状況に合わせて跳ね

出し長さを調整できるように、足場用ブラケット３１を

伸縮式としたが、これに代えて非伸縮式としてもよい。

かかる構成により、取扱いの便利さや現場での適応性は

若干低下するが、その分低コスト化を図ることができ

る。

【００４６】また、本実施形態では、足場用ブラケット

３１を第１実施形態と同様の足場構造に適用したが、こ

れに代えて、図５に示すように、足場用ブラケット３１

のＣ字状部材の横幅を大きくしてＣ字状部材３２ａと

し、かかるＣ字状部材３２ａを所定の間隔をおいてほぼ

並行に配置された一対の建地単管４５、４５に例えば直

交クランプ４６を用いて連結するようにしてもよい。

【００４７】かかる構成によれば、足場用ブラケット３

１からの曲げモーメントは、各建地単管４５、４５の軸

力からなる偶力で支持されることとなり、足場用ブラケ

ット３１の曲げモーメントが特に大きい場合でも、余裕

をもって支持することが可能となる。なお、本変形例で

は、係止機構３９を、Ｃ字状部材ではなく建地単管４５

に取り付けてあるが、その作用効果はＣ字状部材に取り

付けた場合とほぼ同様である。

【００４８】また、本実施形態では、ブラケット部材３

３を完全な片持ち形式としたが、これに代えて、その先

端を下屋の屋根面で支持させる構成としてもよい。

【００４９】図６は、このような変形例に係る足場用ブ

ラケット５１及びそれを用いた足場構造を示したもので

あり、足場用ブラケット５１は、上述の実施形態と同

様、補剛用単管１３に連結される支持部材としてのＣ字

状部材３２と該Ｃ字状部材３２に旋回自在に取り付けら

れたブラケット部材３３とから概ね構成されるが、本変

形例では、単管５２及びその下端に揺動自在に取り付け

られたベース部材５３からなる脚部材５５をクランプ５

４を介してブラケット部材３３の先端に取り付けてあ

り、該クランプを緩めることによって単管５２、ひいて

は脚部材５５全体の設置高さを調整できるようになって

いる。

【００５０】かかる変形例においては、使用の際に脚部

材５５を降ろして下屋の屋根１に載せる。そして、下屋

の瓦葺きを行うときには、脚部材５５を引き上げてから

ブラケット部材３３を上述の実施形態と同様に旋回さ

せ、建物と平行な位置にて待避させておく。そして、瓦

葺き終了後、ブラケット部材３３を元通りに設置する。

【００５１】このようにすると、足場の建地からの水平

距離が特に大きい場合であっても、ブラケット部材３３

を無理なく支持することができるとともに、下屋の瓦葺

きを行う際の一時待避を速やかに行うことができるの

で、工期を遅らせることもない。

【００５２】

【００５３】

【発明の効果】以上述べたように、請求項１に係る本発

明の足場用ブラケットによれば、曲げ剛性や曲げ強度が

格段に大きくなり、跳ね出し長さを大きくしてもそれに

伴う曲げモーメントに十分抵抗することが可能となる。

【００５４】また、請求項２に係る本発明の足場用ブラ

ケットによれば、足場の建地からの水平距離が特に大き

い場合であっても、工期を遅らせずにブラケット部材を

無理なく支持することができるという効果も奏する。

【００５５】また、請求項３に係る本発明の足場構造に

よれば、ブラケット部材を上弦材及び下弦材を含む組立

材として構成したので、曲げ剛性や曲げ強度が格段に大

きくなり、跳ね出し長さを大きくしてもそれに伴う曲げ

モーメントに十分抵抗することができるとともに、建地

側においても十分な曲げ強度を確保したので、下屋の屋

根に建地を立設することなく、下屋の前に立設された建

地から足場用ブラケットを延ばして大屋根の瓦葺きや軒
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先廻りの工事を安全に行うことが可能となり、従来のよ

うに下屋の屋根の瓦を葺く際に足場をばらす必要がなく

なるとともに、その結果として、全体の工期を短縮する

ことも可能となる。

【００５６】また、請求項４に係る本発明の足場構造に

よれば、請求項３の発明と同様、ブラケット部材を組立

材として構成したので、跳ね出し長さを大きくしてもそ

れに伴う曲げモーメントに十分抵抗することができると

ともに、建地側においては、一対の単管に生じる軸力で

曲げモーメントに抵抗するようにしたので、下屋の屋根

に建地を立設することなく、下屋の前に立設された建地

から足場用ブラケットを延ばして大屋根の瓦葺きや軒先

廻りの工事を安全に行うことが可能となり、従来のよう

に下屋の屋根の瓦を葺く際に足場をばらす必要がなくな

るとともに、その結果として、全体の工期を短縮するこ

とも可能となる。

【００５７】

【図面の簡単な説明】

【図１】第１実施形態に係る足場構造の全体図。

【図２】同じく第１実施形態に係る足場構造の詳細図。

【図３】第２実施形態に係る足場用ブラケットの図であ

り、(a)は側面図、(b)は平面図。

【図４】第２実施形態に係る足場構造の詳細図。

【図５】第２実施形態の変形例に係る足場構造の詳細

図。

【図６】別の変形例に係る足場構造の詳細図。

【図７】従来技術の足場構造を示した全体図。

【符号の説明】

１                    下屋の屋根

３                    二階大屋根

１１                  建地単管

１３                  補剛用単管

１４ａ、１４ｂ        足場用ブラケット

３１                  足場用ブラケット

３２、３２ａ          Ｃ字状部材（支持部材）

３３                  ブラケット部材

３５                  上弦材

３６                  下弦材

３９                  係止機構

４５                  単管

５１                  足場用ブラケット

５５                  脚部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図７】



(8) 特許第３０４２６０３号

【図６】
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